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(公印及び契印の押印は省略)

牛及び豚に使用するセフキノム製剤のリスク管理措置について(通知)

このことについて、平成 29 年 8 月 8 日付け 29 消安第 2506 号をもって、農

林水産省消費・安全局畜水産安全管理課長から別添のとおり通知がありました。

このたびの通知は、今般、牛及び豚に使用するセフキノム製剤の承認事項変

更及び再審査に際し、食品安全委員会が実施したリスク評価の結果、ハザード

として特定されたサルモネラ及び大腸菌の薬剤耐性菌のリスクの推定区分が、

それぞれ中等度及び低度と判断されたことを受け、人の医療上も極めて重要な

第３世代セファロスポリンの抗菌剤である本製剤の薬剤耐性菌選択リスクを

低減させるため、本製剤の慎重使用の一層の徹底及び承認された用法及び用量

等の遵守の徹底について、本会あて獣医師や生産者をはじめとする関係者に対

する指導が依頼されたものです。

ついては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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